



































































 第 4 章では，独身者に対する偏見，および，彼らに対する偏見を生み出す心理過程につ
いて検討した。研究 3では，日本人学生 74名を対象に実験を行い，シングルの人々が非シ
ングルの人々よりも，外向性，誠実性，協調性，情緒安定性を低く評定されることを見出


















提  出  者 山本 雄大 
論文審査担当者 
（主査）教授  大渕 憲一 
教授  行場 次朗 
教授  阿部 恒之 
教授  木村 邦博 
准教授 坂井 信之 
准教授 辻本 昌弘 
論  文  名 現代的偏見に関する社会心理学的研究 
国家間の対立や民族紛争の背後には他集団に対する偏った認識、すなわち偏見が存在する。人
種や性別などによる偏見だけでなく、近年は、肥満や喫煙など生活スタイルや生活習慣など非生
得的属性に基づく偏見が新しいタイプの差別を生み出していると指摘されている。本論文はこれ
を現代的偏見と呼び、その心理過程を実証的に検討したものである。 
第 1章では過去の偏見研究の知見を時代的に 3区分して概観した。第一期では偏見を防衛機制
の観点から、第二期では偏見を抱く人々のパーソナリティやこれを促す社会的文脈について、第
三期では社会的事象に関する自動的・非意識的情報処理過程のはたらきに注目した検討が行われ
たことを示した。第 2章では現代的偏見に的を絞って詳細な論評を試みた。肥満や喫煙は生活ス
タイルや習慣など制御可能な属性に基づくものであることから，それら非生得的属性を有する責
任は当人に帰属され，それ故現代的偏見は社会的に受容されやすいことが示された。 
第 3章では，喫煙者に対する偏見の心理について実証的検討を行った。大学生を対象に実験を
行った研究１では，彼らが喫煙者を非喫煙者よりも落ち着きがなく，不真面目で，知的ではない
と否定的に評価することを見出した。また，喫煙を制御可能とみなす参加者は喫煙者を非喫煙者
よりも不真面目と評定したが，これを制御不能とみなす参加者はそうではないという調整効果を
見出した。更に、研究 2では、参加者たちは喫煙者の情緒安定性，誠実性，協調性，開放性を低
く評定したこと，そうした否定的評価が喫煙者に対する差別的対応（金銭貸与の拒否や志願者の
不採用）を促すという媒介効果を実証的に証明した。 
第 4章では独身者に対する偏見（シングリズム）の検討を行い、学生を対象とした研究 3にお
いてはシングルが非シングルよりも外向性，誠実性，協調性，情緒安定性において低く評定され
ることを見出した。研究 4では 20代-60代の広範囲の年代の日本人を対象に社会調査を行い，す
べての年齢層の参加者が既婚者よりも独身者を外向性，協調性，誠実性，開放性，情緒安定性に
関して低く評定することを見出した。また，結婚を制御可能とみなす人々，結婚を規範的とみな
す人々，独身者も本当は結婚したがっているとみなす人々においてシングリズムが顕著だったこ
とから、偏見がこれらの認知要因によって調整されることを示した。大学生を対象とした研究 5
では，制御可能性認知がシングリズムによる正当化ではなく、先行要因であることを確認した。 
第 5章では研究成果を整理した上で、現代的偏見の心理的生成過程に関する理論的検討を試み
た。このタイプの偏見の生成では制御可能性認知が中核的機能を果たすことが確認された一方
で、他の認知要因の存在も示唆された。シングリズムでは結婚規範と結婚願望信念が見出された
が、他の現代的偏見にもそれぞれ特有の調整あるいは生成要因があると仮定され、これを明らか
にすることが今度の課題であることが指摘された。 
現実社会において紛争や差別など深刻な病理現象をもたらす偏見は社会心理学において長い
年月にわたって検討され続けてきたテーマでもあるが、本論文によって生み出された実証的・理
論的成果はこの分野の発展に大きく寄与するものであることは疑いない。よって、本論文の提出
者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を持つものと判断される。 
 
